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１．はじめに
　本稿は、日台の音楽科教育の現状や比較検討を通し
て、我が国の音楽科教育の将来的展望について考察す
るものである。その中でも、台湾で実施されている統
合学習領域「芸術と人文」（音楽、美術、表演芸術）で
の考え方や実施状況、課題等を踏まえ、我が国におけ
る適用可能性及び限界性について追究し、言及するこ
とにしたい。
　さて、これまでの台湾における音楽教育の研究は量
的に決して多いとは言えないが、劉麟玉、岡部芳弘、曹
念慈、奥忍、山ノ口寿幸らの著作を通して、多くの重要
な知見を得ることが可能である。劉麟玉や岡部芳弘は、
日本統治時代の台湾の音楽教育について、当時の使用
教科書の分析や学習指導要領の検討を通して指導の全
体像を明らかにした。曹念慈は、日本と台湾の音楽科
授業時間数や学習指導要領に記載されている目標の比
較検討を通して、台湾の音楽科教育の特徴を考察して
いる。奥忍は、現在の台湾の音楽科という科目が、「芸
術と人文」という教科の枠組みで取り扱われているこ
とを取りあげ、我が国の音楽科教育における科目統合
の可能性について検討している。山ノ口寿幸は、現在
の台湾の学習指導要領が小学校と中学校を「九年一貫
教育」として見る動きについて着目して論じている。
　以上の貴重な研究成果に依拠しながら本稿は、現在
の台湾における音楽科教育事情について、実際に台湾
における音楽教師への聞き取り調査を行って実態を明
らかにし、統合学習領域「芸術と人文」に組み込まれ
た音楽科教育の方向性に迫りたい。
　本論の構成としてはまず、台湾における音楽科教育
の実態を授業観察や聞き取り調査から実際に得た資料
に基づき、その特徴や課題などを明らかにする。次に、
統合学習領域としての音楽科の方向性をB. Reimerと
N. Goodmanの知見に基づき検討し、実践に向けての
理論的枠組みを提示する。最後に群馬大学教育学部附
属小学校における授業実践に基づき、実態を明らかに
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するとともに、我が国における科目統合の可能性と限
界性について論考する。
　本研究を通して、台湾の音楽科教育の実態を明らか
にするだけに留まらず、我が国の音楽科教育の現実や
実態を踏まえ、今後の方向性に寄与する上での糸口と
なれば幸いである。
２．台湾における統合学習領域「芸術と人文」の実
態について
　現在の台湾における音楽科教育は、学習統合領域「芸
術と人文」の一分野として取り扱われている。教科名
である「芸術と人文」は、奥忍によると、「60年代にア
メリカで開発されたArts and Humanitiesと同一」で
あるとされる。しかし、1960年～70年代当時のアメリ
カのカリキュラムにおいては、「人間の歴史的、社会学
的、文芸的発達を中軸にした人間の存在上古湯に焦点
をあてる」ものであり、「芸術は補完的に中心テーマを
説明するものとして扱われがち」であったのに対して、
台湾の「芸術と人文」の目標は、「段階ごとに人文的な
視点から、芸術領域の３分野に共通させているところ」
に特徴があると述べている（奥忍，2011，p.91）。また、
頼美鈴は、「戦後の台湾における最も大きな教育改革で
ある」とし、次のように述べている。「『表演芸術』と
は、新課程において新しく取り入れられた分野であり、
主に、劇やダンスなどの舞台芸術をテーマとして取り
扱う分野である。オペラや京劇、ミュージカルの演出
など、視覚的に捉えることができる内容を取り扱って
おり、楽曲については、音楽分野で詳しく学習をする
構成になっている（ただし、表演芸術と音楽の分野で
取り扱う内容は、必ずしも連動しているわけでない）
（奥忍他，2012，p.52）」。
　これまでは、音楽科の時間数は決められていたが、
「芸術と人文」に統合されたことで、美術分野と音楽
分野の時間数を各学校で決定でき、より柔軟に対応で
きる仕組みになった。また、「表演芸術」が加わったこ
とにより、様々な美的経験を聴覚と視覚の両方から体
験する機会も十分に与えることができるような内容と
なった。例えば、音楽では取り扱うことの難しかった、
オペラや京劇の舞台構成なども、この「表演芸術」で
詳しく学習をすることができるようになったのである。
　次に、台湾教育部発行の「国民中小九年一貫課程綱
要」から、「芸術と人文」の目標を曹念慈（2004）の著
述に従い、検討してみたい。
（１）「基本理念」：
①「芸術と人文」は芸術的陶冶を通して、人文の素養
を涵養する。
②「芸術と人文」領域には、視覚芸術、音楽、表演芸
術などの学習が含まれている。児童・生徒に関する
芸術知識・技能を育成すること、児童・生徒に絶曲
的に芸術活動に参加させることを促進すること、芸
術の鑑賞能力を向上させること、生活の情趣を陶冶
させること、芸術の潜在力を啓発させること、およ
び健全な人格を発展させることが本領域の目的であ
る。
③芸術は生活から源を発して、生活に融けこんでいる。
生活はすべての文化の成長する源泉であり、そのた
め芸術教育は児童・生徒生活環境の中で人との触れ
合いや自然との触れ合いを探求する機会を提供すべ
きである。
（２）「課程目標」：
①探索と創作：自己探索をし、環境と個人の関係を了
解し、素材と形式を運用し、芸術の創作を行い、生
活と心を豊かにすること。
②審美と思弁：審美活動を通して、各芸術の価値を認
識し、芸術作品を重視し、生活の質を向上させるこ
と。
③文化と理解：芸術的文脈と芸術的様式を理解し、多
様な芸術活動に参加し、芸術に対する視野を広げ、
お互いの尊重と理解を増進すること。
　課程目標では、主に芸術の学習を通して生活面、精
神面における豊かさを向上させることが、主な目標に
なっている。基本理念においても、「芸術は生活から源
を発して生活に溶け込んでいる」という文が盛り込ま
れていることから、日常生活と芸術との関連性を重視
していることが分かる。
　一方、佐々木と福田は、美術教育の分野から「芸術
と人文」を検討している。佐々木らは、台北、高雄、
屏東、花蓮の小学校４校を訪問し、各校の教員へのイ
ンタビュー調査を行い、資料収集を行っている。佐々
木らが実施した聞き取り調査の質問と回答は、以下の
ようにまとめることができる。
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①「芸術と人文」に統合された後においても、美術分
野と音楽分野は通常、別々に指導を計画し実施して
いる。ただし、特別な研究や教材開発を行う際には、
教員同士が連携をし「芸術と人文」の統合性を踏ま
えた教育内容を考案・実践することもある。
②美術分野においては、かつては「作品をつくる」と
いうスタイルが基本であったが、「芸術と人文」に改
編された後は、「つくる」から「体験する」ことが強
調されるようになった。
③従来に比べ、「芸術と人文」の方が、表現のテーマを
深められるようになった。（美術分野における）鑑賞
教育も重視されるようになった。
④「芸術と人文」を実践する上での問題点や課題点に
ついて、当初は教員の間でもかなりの抵抗があった
が、現在では徐々になれてきたような印象がある。
美術を専門としている教師からは、「芸術と人文」は
歓迎されているが、美術を専門としない教師の中に
は実践上の困難さを感じている人もいる。
⑤美術を専門としている教師も、他の科目を指導する
し、ホームルームも持つ。美術と音楽の専門の教師
が一般の教師と事前に研究してから実践したり一緒
に授業をしたりするが、専科の教員は不足している
状況である。
　以上から、当時の台北教育大学附属小学校の美術教
員から見た「芸術と人文」の様子が分かる。「芸術と人
文」へ科目統合されたことにより、困難なことに直面
することもあるが、科目統合されたメリットを生かそ
うとする、教師の積極的な姿勢が読み取れる。また、
「芸術と人文」となってから、カリキュラム内容の大
幅な改編に伴い、「表演芸術」の教師が不足しているな
ど新たな問題も生じているようでもある。
　そこで筆者（千明）は実際に現地に赴き、音楽分野
や新設された「表演芸術」分野がどのように教えられ
ているのか、音楽の授業の時間数の実際や実施におけ
る課題等、教師への聞き取り調査を行った。聞き取り
調査は、2014年６月20日に国立台東大学附属小学校、
2014年６月23日に台東市内の公立馬蘭国民小学校、
2015年５月13日に国立台北教育大学附属小学校で
行った。
　以下、聞き取り調査の結果等を踏まえ、台湾の小学
校における「芸術と人文」の実践状況と課題について
検討してみたい。
　まず、統合学習領域「芸術と人文」は、実質的に「音
楽分野」と「美術分野」で成り立っている。「芸術と人
文」の時間数は週３時間である。音楽分野と美術分野
の時間数の配分は、各学校にゆだねられている。台北
教育大学附属小学校の場合は、音楽が週に１時間、美
術が週に２時間という設定である。台東市の公立小学
校の場合は、中学年の音楽が週に１時間、高学年の音
楽が週に２時間という設定になっている。「表演芸術」
については、ほとんど取り扱われていない。「芸術と人
文」の授業時間数は週２～３時間と、各学校で弾力的
に設定できるようになっているが、実際に「芸術と人
文」の授業時間数を３時間確保できている台北教育大
学附属小学校や、台東市の公立小学校では、「音楽２時
間、美術１時間」または「音楽１時間、美術２時間」
という割り当てをしている。「表演芸術」の専門の教師
がいる学校は、非常に少ない状態であり、「表演芸術」
の教員養成を整備することが急務となっている。また、
教科書採択は、各学校にゆだねられている。教科書採
択を行うのは、「芸術と人文」の授業を担当する、音楽
分野の教員と美術分野の教員である。また、美術分野
との統合的な授業はほとんど実践されてはおらず、各
分野は、ほぼ独立して授業がなされている。ただし、
音楽分野の中にも美術分野の要素が扱われているよう
な場合は、統合的な授業となることがある。こうした
特別な授業では美術分野の教員と協力をすることもあ
るが、その機会は決して多くはないようである。いず
れにせよ現状においては、奥忍が述べているように芸
術分野が「全面統合」されているとは言い難い。教科
書についても、視覚芸術、表演芸術、音楽の３分野が
明確に分かれ、統合的な題材が多く扱われているわけ
ではない。その理由としては、以下の３つが考えられ
る。
①音楽分野における授業時間数の不足
　聞き取り調査から台北教育大学附属小学校の場合、
音楽は週１時間、台東市の公立小学校の場合、週１～２
時間であるが、教科書で扱う内容が非常に多い。
　１時間は40分です。その間にリコーダーをやったり
歌をやったり、鑑賞をしたり……また教科書の内容
を学習したりしていれば、時間は足りません。それ
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なので、時には内容をスキップします。重要だと思
うもの以外は、楽曲もすべてを演奏することはあり
ません。（台北教育大学附属小学校インタビューよ
り）
　このことから、より重要だと思う学習内容や楽曲を、
教師が適宜選択していることが分かる。補充教材にあ
る歌唱や器楽の楽曲も、全てを取り扱えているわけで
はないことも明らかとなった。
②他分野との統合的な授業の構築に関する問題
　インタビューから、台北教育大学附属小学校と台東
市内の公立小学校のどちらにおいても、音楽と美術は
別の時間に授業をしている、ということが分かった。
ただ、インタビューの中で、「『統合的』という概念を
広い意味でとらえれば、音楽の授業の中で、表演芸術
の要素や美術の要素を取り入れることを、実際にして
います」との回答も得られた。例えば、使用教科書を
見てみると音楽分野に美術の要素を取り入れている以
下の単元が確認できる。
「音楽を聴いて図を描く」（３年下）
「音楽で形を捉える」「音楽から自然の美に気付く―音
と図形」（共に５年下）
「音楽を聴いて画像を探す」（共に６年上）
　このように、わずかではあるが、音楽を視覚的に捉
え学習をさせようとしていることが読み取れる。また、
３年から６年上までの教科書では、各章ごとに、「視覚
芸術」「表演芸術」「音楽芸術」と分かれていたのに対
し、６年下の教科書においては、「壱」章、「弐」章、
「参」章、それぞれに音楽分野と美術分野、表演芸術
分野が含まれている。実質的には、音楽と美術を別々
に教えているが、教科書においては、できる限り、各
分野を関連させて学習をしやすくしようとする意図が
読み取れる。
③「表演芸術」分野の取り扱いに関する問題
　「表演芸術」の分野は、音楽科と美術科が統合され、
「芸術と人文」という教科になって新たに設置された。
そのため、表演芸術を専門とする教師が不足しており、
表演芸術に関する内容を十分に取り扱えていない状況
は否めない。
　以上の通り、聞き取り調査や教科書分析を通して、
台湾における統合学習領域「芸術と人文」の現状につ
いて検討を行った。次節ではこれらを踏まえ、我が国
における音楽科と美術科（図画工作科）の科目統合の
可能性について、理論的な知見に依拠しながら、実践
に向けての理論的枠組みを提示して考察してみたい。
３．音楽科と美術科（図画工作科）の科目統合を 
目指す試み―理論的枠組みを通して―
　音楽科と美術科（図画工作科）の科目統合を目指す
理論的枠組みの構築を模索するに当たり、B. Reimer
とN. Goodmanの知見を踏まえて検討することにした
い。
　その前に、我が国ではこれまでも福島大学教育学部
附属小学校や東京都千代田区立錦華小学校（現お茶の
水小学校）による表現科構想が実験的に行われたが、
全国的な普及に至る結果とならなかった。その原因に
関する詳しい吟味は紙幅の都合上省略するが、実践報
告を参照すると、福島大学教育学部附属小学校の場合、
子どもたちは様々な角度から物事を捉える力をつける
機会を得られたが、授業を進める際、教師の指示以上
に子どもの自発性を尊重しすぎた面があるのは否定で
きない。その結果、柔軟な発想を育成するまでには至
らず、各教科の系統性が構造化しにくくなったことが
考えられる。しかし、教科統合的な授業を行うことは、
これまで学習してきたことを使い、物事を多面的に捉
える力をつけることにもつながる。統合的な授業実践
を行った学校の報告からは、統合的な授業を通じて「直
接経験から始まる問題解決学習は、疑問に導かれ、イ
メージを生み、素材を探求することを通してそれを作
り替え、環境（自然や文化や社会）からアイデアを得
ながら表現を形づくっていくことになる」と、音楽科
を中心とした「問題解決学習」の必要性を訴えている。
教科の基本的な知識や技能を体系的に学ぶこととの両
立が課題と言える。
　さて、松信浩二は、Reimerの主張する「美的認識」
による芸術統合教育について再考している。松信によ
れば、「Reimerは『美的認識』と『概念認識』という二
つの大きな枠組みを示し、両者を対比させることで芸
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術理解における『美的認識』の独自性と必要性および
『概念認識』の補助的役割を論じる」と述べている（松
信，2002，p.61）。例えば「リンゴを食べることによっ
て、リンゴの味を知る」ことが美的認識であるのに
対し、「形や色や種類などの説明を通してリンゴについ
て知る」ことが概念認識である。音楽でいえば、楽
曲を創作したり鑑賞したり演奏をしたりといった、直
接的経験に基づく認識が美的認識であるのに対し、
曲中のリズムやハーモニーに共通の要素を導き出した
り、「言語などのサインを用いることにより、芸術経験
を整理・構造化すること」が概念認識となる（松信，
2002，p.61）。Reimerの芸術統合教育研究の意義は、
概念的な学習に留まらず、美的認識の深化に求め、〈個
別〉における「美的認識」を発展させる場として〈全
体〉を設定するという方法を具体的に示したこと、ま
た、「概念認識」と「美的認識」との統合を実現し、「複
数教科で『概念認識』を共有し、各領域の活動におい
て固有の『美的認識』を深めていくという芸術統合教
育のアプローチ（松信，同上，p.67）」を主張したこと
にある、と松信は述べている。
　一方、吉野秀幸は、アメリカの芸術哲学者N. Good-
manのシンボル論に基づき、我々の日常生活での芸術
的活動について、認識メカニズムを説明している。吉
野によれば、「ところで『シンボル』とは何か。日本語
に訳せば『記号』となる。だが、ここでのシンボルに
は、道路標識、地図や数学の記号などの狭い意味の『記
号』から、言葉、身振り、絵、音、写真、映像など、
『何らかの意味を表わすもの』一切が含まれる（吉野，
1997，p.21）」と述べ、さらにシンボルを「ディジタル」
と「アナログ」にタイプ分けをし、「芸術の場合、楽譜、
建築の図面、コンピュータ・グラフィックスなどがディ
ジタルに、写真、絵画、彫刻、音楽の演奏などがアナ
ログなシンボルに当り、文学はその中間に存在する」
とした。また、シンボルには「指示」から「例示」と
いった意味作用のレベルが存在している、と述べてい
る。例えば、「鉛筆」という語の場合、実際に鉛筆その
ものを示しているため、「指示」にあたる。一方で、「一
枚の絵」といった場合、それは「海の風景」や「灰色」
といったものを示すこともあれば、より抽象的な「悲
しみ」や「憂鬱」といった感情を伝えることもある。
このような場合、その「一枚の絵」は様々なことを「例
示している」と言える。重要なのは、「シンボルが指示
するだけでなく、例示しているもの」について考える
ことである。一つの楽曲にしても、その「リズムパター
ンを例示する数々の演奏サンプル同士が関連づけら
れ、さらにそれに類似したまたは対照的なパターンの
様々なサンプルである演奏群への連鎖が出来上がる。
《中略》もちろん、ジャンルは問わない。ポップスで
あろうが、ジャズであろうが、ワールド・ミュージッ
ク、邦楽、環境音楽にさえ同様なパターンが発見され
る（吉野，同上，pp.24-25）」といったように、音楽的
世界の拡がりを感じることができるのである。
　以上、ReimerもGoodmanも、芸術教科の統合アプ
ローチについて有意義な知見を提供していることが見
いだされた。松信は、Reimerの芸術教育研究に対して
「鑑賞教育への偏向」や「概念教育の偏向」との批判
や誤解を解き、あくまで「目的としての『美的認識』
と手段としての『概念認識』」と美的認識と概念認識の
関係性を明確に示した。
　また、松信の述べる「Reimerの芸術教育研究」にお
いては、吉野の述べている「Goodmanのシンボル論」
と共通する部分が多いと推察される。すなわち、Re-
imerの「概念認識」「美的認識」とは、Goodmanの「シ
ンボル」を捉えることと、ほぼ同義であると言えない
だろうか。さらに、区別するならば、「シンボルの例示
を捉えること」が「美的認識」であり、「シンボルの指
示を捉えること」が「概念認識」であると考えられる。
どちらも、共通の要素（概念認識や美的認識、シンボ
ル）を認識し、そこから、ある時は、別の楽曲、さら
に別の分野での共通要素に気づいたり、芸術を構造的
に捉えようとする重要性を指摘している。ただ、Re-
imerの場合、概念を捉えるのみに終始するのではな
く、「概念認識」はあくまで芸術の「美的経験」の手段
である、と述べている。また、表面的な概念認識に留
まらず、必ず各分野の専門的な学習にきちんと応用す
ることが大切であるとも述べている。
　さて、これまで述べてきた事項を踏まえ、我が国に
おける統合学習領域として音楽科教育の方向性を新た
に図式として提示するならば、図１のようになると考
える。次に図１の理論的枠組みに基づき、我が国の芸
術教科の科目統合について考察してみたい。
　まず、各分野における共通の要素を吟味し、ある事
柄について考える授業を行う。Reimerの言葉を借りれ
ば「概念学習をする」ということである。次に、これ
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らの概念学習を教科ごとに深めていく。つまり、「美的
認識」を獲得するための授業を行う。音楽科の場合は、
歌唱、器楽、創作、鑑賞の分野における学習を意欲的
に行い、感性や音楽活動の諸能力を深めることになる。
そして再度、改めて提示した概念を、人間や社会の生
活から捉え直すことによって認識を新たにし、授業全
体を総括する。このように、各教科の授業内容を、最
初の１時間と最後の１時間で共通のものとし、その過
４．音楽科と美術科（図画工作科）の科目統合の実践
　今回は、４時間計画中の１時間目の授業を、2015年
指導計画
程での数時間では教科ごとに深める学習をすることに
よって、統合的・合科的な授業実践に系統性と専門性
を持たせることができる。また、「概念認識の学習→美
的認識の学習→概念認識の再学習」を一つのサイクル
とすることで、「概念認識のみの学習」からの脱却が図
られるだろう。次節では、実際に授業を行って検証す
ることにしたい。
６月22日（月）に、群馬大学教育学部附属小学校５年
３組の児童を対象に行った。指導計画と授業案は以下
の通りである。
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【図１】芸術分野における科目統合のプロセス（吉田・千明）
授業の概要 学　　習　　活　　動
１時間目（音楽・図画工作・そ
の他の教科との統合的な授
業）
○反復についての概念学習
○図画工作における「反復」について考える
○音楽における「反復」について考える
２時間目（音楽） ○楽曲の構成や、リズムにおいて「反復」されていることについて考える
○反復することで得られる楽曲のよさを考える
○反復されるリズムの創作を行って、表現の方法を確認する
３時間目（図画工作） ○「だまし絵」や「ループ絵」の手法について考える
○「だまし絵」や「ループ絵」の効果について考える
○これらの効果を使って絵を描いてみる
４時間目（まとめ） ○音楽と図画工作の授業を通して、「反復」の概念について改めて考えてみる
○音楽と図画工作で考え、自ら創作した「反復」の手法が、日常生活においてどのように役
立っているのか考え、まとめとする
授業案
目標：「反復」の概念を基調として、「反復」の手法が
音楽作品でどのように生かされ、音楽的効果を
醸造しているかを認識し、美的意識の高揚を目
指す。
○使用する絵
　使用した絵は以下のホームページから転載させていただいた。
（ア）笹井一個作　ワイアレス　http://www.asukashinsha.jp/s/gasoline/interview.html
（イ）ゴッホ作　耕す人　http://fv1.jp/chomei_blog/?p=1437
教材：笹井一個作「ワイアレス」、ゴッホ作「耕す人」、
ベートーヴェン作曲交響曲第５番「運命」第１
楽章、他
計画：４時間計画中の１時間目
共通事項：リズム、旋律、反復（繰り返し）
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学習活動と子どもの意識 指導上の留意点 時間
１　「反復」の意味について確
認をし、「反復」について考
える
・「反復」を体で表現してみる
・身のまわりに「反復」に関す
るものを探してみる
・国語学習に関する「反復」に
対する認識を深める
○音楽の「反復記号」とは切り離し、「反復」の意味を辞書から確認する。
○自ら考えた「反復」の表現を発表してもらい、他の人との表現の違いに気付くと共
に、「反復」について言葉以外で実感が持てるようにする。
○国語科に関する「反復」や体育科での「反復横跳び」を思い出す等、音楽科以外の「反
復（繰り返し）」について幅広く考える。
○グループで、身の周りにある「反復」を探す。
○もし反復横跳びから反復という文字がなくなったら、もし、国語の反復され
ている部分が反復されなくなったら、どのような感じがするのか考えることで、
「反復」の存在価値や意味について考える。
○楽曲「とんび」を４年生で学習したことを思い出し、曲中に「反復」が使われていた
ことを確認する。
15
分
２　図画工作において、「反
復」がどのように使われて
いるのか、考える。
○笹井一個作の「ワイアレス」、ゴッホ作の「耕す人」、その他「だまし絵」や「ループ絵」
を鑑賞することで、図画工作科においても「反復」の手法が使われていることに気
付く。
○これらの絵は、見る人をどのような気持ちにさせるのか考えてみる。
○さらに、ゴッホの「耕す人」では、繰り返す手法がどのような役割を担っているの
か、考えてみる。
10
分
３　ベートーヴェン交響曲第
５番「運命」に内包する「反
復」のリズムについて考え
る。
○音楽におけるアルベルティ・バスの紹介を聞くことで、絵画のように、「反復」が
伴奏や、音楽の背景に使われていることに気付く。
○ベートーヴェンの交響曲「運命」の冒頭30秒を聴き、 というリズムが多数
あることに気づく。
○この楽曲は、冒頭だけでなく、ほぼ一貫して「反復」リズムから成り立つことに気
付くことで、実際の楽曲に「反復」を取り入れることの面白さに気付く。
○ というリズムがどのくらい多く使われているのかを知るため、楽曲にあ
るこのリズムに合わせて、実際に手を叩いてみる。
15
分
４　本時のまとめ ○本時の授業での感想を書く。
○次時の予告。
５
分
（ア） （イ）
結果と考察
　まず、「身の回りにある反復繰り返しにはどんな
ものがありますか」という質問に対して、子ども達は
「時計」「信号」「太陽」といったものを答えた。最初
は返答に戸惑う子どもも多く見られたが、グループで
話し合う時間を設けた結果、様々な回答が寄せられた。
子ども達の様子から、普段、言葉の意味や概念につい
て考える学習に、あまり慣れていないように感じられ
た。一方で、「生き物の一生」を反復として捉える子
どももおり、理科の学習にも反復が存在していると気
づく子どももいた。
　次に、図画工作における反復として、デザイン画を
提示した場合は「繰り返している絵である」と大方の
子どもが気づき、認識できた。しかし、ゴッホの作品
「耕す人」の場合、「背景に反復の手法を使用してい
る」と考える子どもはほとんどいなかった。
　また、授業の後半におけるベートーヴェンの交響曲
第５番「運命」第１楽章冒頭部の鑑賞時では、リズム
の反復に気づく子どもは少なかった。しかし、オーケ
ストラスコアを提示して解説を行った結果、作品の中
のリズムが反復をしていることに多くの子どもが気づ
き、納得した様子を見せた。
　授業で配布したワークシートでは、「図画工作と音楽
の作品にある『反復』を学習し、どのような気づきが
ありましたか」の質問に対して、次のような回答が見
られた。
　・図画工作に「反復」を取り入れるととても不思議
な絵になり、音楽の作品では「反復」が取り入れ
られて成り立っていることが分かりました。
　・図画工作に反復があると初めて知った。自分の
知っている曲にも反復があったなんてとてもびっ
くりした。
　・同じ物が何個もあることに気づき、おもしろいこ
とだと気がついた。
　・反復とは、動きや物にしかないと思っていたけれ
ど、曲や絵にも微妙に反復があることに気づいて
びっくりしました。
　これらの回答から、最初は戸惑っていた子ども達も、
授業が終盤に進むにつれ、「反復」という概念について
考える面白さに気づいていったことが読み取れる。ま
た、「図画工作や音楽で確認した反復（くり返し）の方
法や効果は日常生活のどんな場面で生かされています
か」という質問に対しては、授業の最初で挙げた、「時
計」や「生き物の一生」と回答している子どもが多かっ
た。本授業は、４時間計画であり、その１時間目は、
「反復」というシンボルの指示するものを捉える、
すなわち、概念を認識させるための授業であった。最
初の１時間目の授業で、日常生活と「反復」を関連さ
せることに難しい側面があるが、２時間目以降に音楽
分野と図画工作分野において、それぞれ「反復」の例
示するものを捉えること、すなわち美的認識につなげ
るための活動が用意されている。今回は、１時間目の
授業を実践するのみに留まってしまったが、もし４時
間目の授業終了後に、再度「図画工作や音楽で確認し
た反復（くり返し）の方法や効果は日常生活のどんな
場面で生かされていますか」の質問をした際には、子
ども達の認識の細やかな変化をより捉えることができ
たと考える。子どもにとっては、いつものように歌っ
たり楽器を弾いたりする授業とは異なるため、最初は
戸惑う子どももいた。しかし、教師側の意図が最終的
には理解できたようで、多くの子ども達が反復につい
て楽しそうに捉えていたことが授業後に回収したワー
クシートから確認できた。
　一方、今回の授業実践のように子ども達が各教科で
の体験を深めるためには、教員の専門的な知識や指導
を行う時間の確保や、その指導力が改めて重要である
と感じた。統合的な授業を行う際、教科の基礎的・基
本的な知識や技能が疎かとなったり、教科の系統性が
失われてしまっては、子ども達の深い学びの機会を逃
してしまうことになりかねない。各教科の枠組みをこ
れまでどおり維持し、音楽や図画工作の専門教師の配
置を継続することが重要であると考えられる。
おわりに
　本論文は、台湾における音楽科教育を含んだ統合学
習領域「芸術と人文」について、現地教員への聞き取
り調査や教科書分析などを通して実態や課題を検討し
た。また、結果を基に我が国における芸術教科の科目
統合の可能性について、B. ReimerやN. Goodmanの理
論的知見をもとに理論的枠組みを提示して考察を行
い、実際に群馬大学教育学部附属小学校において実践
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を行った。そして、そこから得られた結果を踏まえ、
今後我が国の芸術教科の科目統合における可能性や限
界性について検討した。そこでは芸術教科の科目統合
としての方向性は示されたものの、これを実際に指導
するための教員の確保や教科の枠組みの再編に関する
慎重な議論が、今後さらに必要であるとの結論になっ
た。台湾においては表演芸術分野における専任教員の
不足や、表演芸術の教員養成、音楽分野と美術分野の
時数配分が弾力的に調整できるようにはなったが芸術
教科の時間数は総合的に減少していること等、課題が
多く存在している。
　また、今回行った群馬大学教育学部附属小学校での
授業は、４時間計画中の１時間目のみの実践となった。
子どもの反応や成長を経過的に観察するためには、や
はり全時間を通した授業実践が必要になってくる。学
年についても今回は小学校５年生を対象とした。台湾
における小学校低学年の音楽分野は生活科に含まれて
いる。低学年における科目統合の在り方については、
従来から取り扱われている台湾の教科書や、我が国で
実験的に行われた「表現科」構想での実践が大いに参
考になると考えられる。それ以外にも様々な実践を通
して理論的枠組みの更なる検証と吟味が必要である。
今後も引き続き精進して参りたい。
　最後に、今回の研究を契機として台湾の諸事情につ
いて理解を深めることができた。今後も日本と台湾の
音楽教育や科目統合に関する研究が進展し、同時に我
が国と台湾の関係がより深まることを願いたい。
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